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2008年末現在世界の地域別ＨＩＶ感染者／生存ＡＩＤＳ患者数推定中央値
（世界総計：3,340 万人）

および 世界の地域別成人ＨＩＶ有病(陽性)率推定中央値
（世界平均：0.8 ％）

北アメリカ
140 万
0.6％

西インド諸島
(カリブ海）

24 万
1.0％

ラテンアメリカ
200万
0.6％

東ヨーロッパおよび中央アジア
150 万
0.7 ％

西および中央ヨーロッパ
85  万
0.2 ％

北アフリカおよび中近東
31 万
0.2 %

サハラ以南のアフリカ
2,240万

5.2%

東アジアおよび大平洋地域
85 万
< 0.1 ％

南アジアおよび東南アジア
380 万
0.3  ％

オセアニア
5.9 万
0.3 ％

(UNAIDS/WHO推計)



先進諸国における人口100万人当たりのＨＩＶ感染者報告数

（出典）先進諸国を中心とした海外におけるエイズ発生動向、調査体制、対策の分析
（厚生労働科学研究費補助金・主任研究者 鎌倉光宏（慶應義塾大学大学院）
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